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病
診
連
携
に
お
け
る
在
宅
へ
の
取
り
組
み 

岡
山
赤
十
字
病
院 

宮
下 
雄
博 

 

我
が
国
は
、
人
口
の
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
総

人
口
は
減
少
期
に
入
っ
て
い
る
。
高
齢
化
率
は 

二
〇
二
五
年
に
は
三
〇
・
三
％
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
世
界
的
に
見
て
も
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
二
〇
三
五

年
に
は
年
間
一
〇
〇
万
人
前
後
の
人
が
亡
く
な
る

多
死
時
代
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
全
国

民
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
か

ら
、
病
床
の
機
能
分
化
と
在
宅
医
療
の
推
進
で

「
病
院
完
結
型
」
か
ら
「
地
域
完
結
型
」
へ
、

「
治
療
優
先
」
か
ら
「
生
活
」
に
視
点
を
当
て
、

疾
病
や
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
の
住
ま
い
で
自
立

し
て
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
を
支
え
る
た
め

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。 

当
院
は
三
次
救
急
か
ら
癌
診
療
、
緩
和
ケ
ア
ま

で
を
担
う
地
域
支
援
病
院
で
あ
る
。
地
域
の
中
で

急
性
期
病
院
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
か
を
考
え
た
時
、
ま
ず
は
地
域
住
民
が
急

性
期
治
療
を
必
要
と
す
る
と
き
に
、
救
急
車
を
含 

め
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
が
出
来
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
現
在
、
救
急
車
不
応
需
率
を
極
力
０
％
に

近
づ
け
る
べ
く
病
院
全
体
で
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
先
生
方
が
ご
紹
介
下

さ
る
と
き
も
必
ず
お
受
け
で
き
る
よ
う
病
床
管
理

を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
専
任
の
師
長
を
配
置
し
、
紹
介
し
て
下
さ
る

先
生
方
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
在
宅
療
養
を
望
む
患
者
の
思
い
に
寄
り

添
い
支
援
す
る
た
め
に
、
退
院
支
援
の
充
実
と
日

頃
か
ら
地
域
の
先
生
方
や
地
域
の
医
療
・
介
護
に

関
わ
る
方
々
と
十
分
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。 

[

退
院
支
援
に
関
し
て] 

平
成
二
十
二
年
よ
り
地
域
医
療
連
携
室
に
退
院

調
整
看
護
師
を
配
置
し
、
退
院
支
援
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
を
作
成
し
退
院
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
退
院
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施
、

退
院
前
訪
問
指
導
の
実
施
、
診
療
報
酬
算
定
の
で

き
る
前
よ
り
退
院
後
訪
問
も
実
施
し
て
き
た
。
在

宅
で
の
様
子
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
や
訪
問
看
護
師
と
の
連
携
を
入
院
早
期
よ
り 

                   開
始
し
、
退
院
前
に
は
退
院
時
共
同
指
導
と
し
て

地
域
の
先
生
方
を
含
め
退
院
前
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域

の
先
生
方
か
ら
入
院
時
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
一
緒

に
入
院
中
の
治
療
方
針
の
決
定
に
も
参
加
し
て
早

期
在
宅
復
帰
を
支
援
し
た
い
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
昨
年
よ
り
紹
介
な
し
で
緊
急
入
院
し
た
患

者
さ
ん
で
も
、
か
か
り
つ
け
医
が
あ
れ
ば
、
入
院

さ
れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

病
診
の
と
り
く
み 
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[
地
域
と
の
連
携
に
関
し
て] 

地
域
医
療
連
携
室
を
中
心
に
当
院
に
対
す
る
ご

意
見
も
う
か
が
い
、
更
な
る
連
携
強
化
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
岡
山
市
や
病
院
協
会

の
実
施
す
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
事
例
提
供
も

し
て
お
り
、
平
成
十
四
年
か
ら
続
け
て
い
る
病
診

連
携
研
修
会
や
そ
の
他
の
研
修
会
や
勉
強
会
も
地

域
に
も
公
開
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
医
療
・

介
護
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
一
助
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。 

                 

    

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
機
能
に
つ
い
て

岡
山
旭
東
病
院 

 

大
西 

亨 

 

当
院
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
三
〇
床
が
開
設
さ

れ
て
か
ら
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
病
棟
発
足
前
か

ら
当
初
に
か
け
て
様
々
な
意
見
が
院
内
で
交
わ
さ

れ
ま
し
た
が
、
地
域
の
先
生
方
や
関
係
者
皆
様
の

御
協
力
に
よ
り
、
当
病
棟
は
順
調
な
運
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
岡
山
旭
東
病
院
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
責
任
医
師
と
し
て
病
棟
運
営
に
関
わ

っ
て
い
る
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
を
代
表
し
、
御
礼
の

言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
様
い
つ
も
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
は
平
成
二
十
六
年
に
創

設
さ
れ
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る

役
割
を
担
う
入
院
医
療
制
度
で
す
。
そ
の
機
能
と

し
て
は
、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
機
能
、
サ
ブ
ア
キ

ュ
ー
ト
機
能
、
在
宅
・
生
活
復
帰
支
援
機
能
、
周

辺
機
能
が
あ
り
、
こ
の
四
つ
の
懐
が
深
い
病
棟
機

能
を
有
す
る
こ
と
と
、
従
来
型
医
療
か
ら
生
活
支

援
型
医
療
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
全
国
的
に
申
請
病
床

数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。 

当
院
の
場
合
、
「
脳
・
神
経
・
運
動
器
（
整
形

外
科
）
の
総
合
的
専
門
病
院
」
と
い
う
特
色
を
有

し
た
「
七
対
一
急
性
期
病
院
内
の
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト

機
能
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
病
棟
患
者
の
約

九
割
が
自
院
急
性
期
病
棟
か
ら
の
転
棟
患
者
、
そ

れ
も
整
形
外
科
疾
患
を
有
す
る
方
々
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
患
者
さ
ん
達
の
多
く
は
、
地
域
の

先
生
方
や
福
祉
施
設
様
か
ら
御
紹
介
頂
き
、
急
性

期
病
棟
で
治
療
を
さ
せ
て
頂
い
た
結
果
、
病
状
は

落
ち
着
い
た
け
ど
今
の
介
護
環
境
で
は
退
院
は
困

難
だ
し
、
元
の
施
設
へ
帰
る
の
も
厳
し
い
、
独
居

で
あ
る
、
そ
も
そ
も
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
適

応
な
し
…
と
い
っ
た
方
々
で
す
。
毎
週
木
曜
日
に

行
っ
て
い
る
回
診
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
個
々
の
状

態
と
在
宅
復
帰
支
援
進
捗
状
況
把
握
を
行
い
、
多

職
種
ス
タ
ッ
フ
で
の
病
棟
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
退

院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
患
者
さ
ん
や
御

家
族
に
と
っ
て
最
善
の
生
活
方
法
を
選
択
す
る
こ

と
に
努
め
て
い
ま
す
。 

最
近
で
は
周
辺
機
能
の
一
つ
で
あ
る
レ
ス
パ
イ

ト
入
院
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
お
ら
れ
、
他
院
か

ら
の
御
紹
介
で
当
病
棟
へ
入
院
さ
れ
る
整
形
外
科

疾
患
以
外
の
方
も
増
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
病
棟

内
で
の
脳
ト
レ
を
兼
ね
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、

院
内
デ
イ
ケ
ア
の
利
用
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
病
棟
で
看
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

方
も
今
ま
で
二
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

今
後
も
研
鑽
を
重
ね
、
他
科
の
医
師
は
も
ち
ろ 

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
機
能
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毎週木曜日の回診風景 

                    

ん
、
多
職
種
か
ら
な
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
チ
ー

ム
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
こ
の
病
棟
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
合
目
的
に
運
営
し
、
地
域
の
方
々
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
年
目
を
迎

え
た
岡
山
旭
東
病
院
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

研
修
会
報
告
① 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

平
成
二
十
九
年
七
月
十
六
日
（
日
） 

 

「
原
発
被
災
地
：
医
療
復
興
へ
の
試
み
」 

南
相
馬
市
立
小
高
病
院 

 

藤
井 

宏
二 

      

【
は
じ
め
に
】 

南
相
馬
市
は
先
の
大
震
災
で
、
地
震
、
津
波
に

加
え
て
原
発
爆
発
と
い
う
特
異
な
被
災
を
被
っ
た

地
域
の
中
核
を
成
す
。
こ
の
大
震
災
は
世
界
で
も

例
を
見
な
い
三
大
災
害
で
あ
り
、
激
甚
被
害
か
ら

の
復
興
、
こ
と
に
原
発
事
故
か
ら
の
復
活
が
世
界

中
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。 

本
稿
で
は
被
災
後
の
当
市
の
現
状
を
報
告
し
、

原
発
事
故
の
地
域
医
療
へ
与
え
た
影
響
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
我
々
の
地
域
医
療
復
興
へ
の
試
み

を
紹
介
す
る
。 

【
南
相
馬
市
の
現
状
】 

 

南
相
馬
市
は
福
島
県
の
〝
浜
通
り
〟
（
県
の
太

平
洋
岸
一
帯
：
北
が
相
双
地
区
、
南
が
い
わ
き
地

区
）
に
位
置
し
、
相
双
地
区
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
。 

 

浜
通
り
の
人
口
は
、
震
災
前
に
は
十
九
万
五
七

一
五
人
（
二
〇
一
一
年
２
月
末
）
を
数
え
た
が
、

震
災
後
は
十
一
万
一
五
九
三
人
（
二
〇
一
六
年
十

二
月
末
）
と
、
六
割
に
も
復
し
て
い
な
い
。
震
災

死
（
含
：
関
連
死
）
が
三
六
五
二
人
で
、
人
口
減

の
主
因
は
避
難
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
も
終
息
の
目
途
が
立
た
な
い
の
が
現
状
で
、
帰

還
者
数
の
見
込
み
が
つ
か
ぬ
こ
と
は
自
治
体
の
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
も
大
き
く
影
響
し
、
事
情

は
医
療
機
関
で
も
同
根
で
、
再
開
し
た
の
は
六
割

ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
将
来
像
が
描
け
ぬ
事
態
に
当

惑
を
禁
じ
得
な
い
。 

 

 

南
相
馬
市
の
人
口
は
震
災
前
に
七
万
一
四
九
四

人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
七
年
六
月
末
で
も
五
万

七
一
九
四
人
と
大
き
く
割
り
込
ん
だ
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。
こ
と
に
小
高
地
区
は
震
災
前
に
は
一
万

二
八
三
四
人
で
あ
っ
た
が
、
避
難
指
示
解
除
（
二

〇
一
六
年
七
月
十
二
日
）
後
で
も
二
〇
〇
八
人

（
二
〇
一
七
年
六
月
末
）
と
帰
還
が
進
ま
ず
、
原

発
被
災
の
影
響
が
著
し
い
。 
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高
齢
化
率
は
南
相
馬
市
全
体
で
震
災
前
二
五･

九
％
、
震
災
後
三
三･

二
％
と
上
昇
し
て
い
る
が
、 

小
高
地
区
で
は
さ
ら
に
顕
著
で
そ
れ
ぞ
れ
二
七･

九
％
、
五
四･

五
％
と
震
災
後
に
倍
増
し
た
。
人

口
の
回
復
が
進
ま
ぬ
上
、
帰
還
者
は
高
齢
の
方
が

殆
ど
で
、
家
庭
力
・
地
域
力
の
崩
壊
と
と
も
に
、

日
常
生
活
の
維
持
す
ら
困
難
を
伴
っ
て
い
る
。 

中
に
は
避
難
所
で
の
逼
塞
し
た
生
活
で
廃
用
症

候
群
に
な
っ
た
ご
老
人
や
、
帰
還
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
再
構
築
に
疲
弊
し
て
う
つ
状
態
に

な
っ
た
方
も
い
て
、
医
療
を
要
し
て
も
来
院
が
不

可
能
な
方
が
居
ら
れ
る
の
が
厳
し
い
現
実
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
の
安
心
を
目
指
し
て
幾
つ
か
の
チ

ー
ム
が
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
自
然
発

生
的
な
組
織
で
相
互
の
連
携
に
乏
し
く
、
安
心
に

は
な
お
遠
い
。 

【
医
療
復
興
へ
の
試
み
】 

小
高
病
院
は
、
地
域
の
復
興
を
見
越
し
て
避
難

解
除
の
二
年
前
（
二
〇
一
四
年
四
月
二
十
三
日
）

に
再
開
（
外
来
の
み
）
し
、
昨
年
四
月
か
ら
は
毎

日
（
平
日
）
の
診
療
を
開
始
し
た
。
避
難
解
除
前

は
除
染
作
業
員
の
方
が
主
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に

帰
還
住
民
の
方
が
増
え
て
き
た
。 

こ
の
四
月
か
ら
は
、
通
院
困
難
な
方
へ
の
訪
問

診
療
（
週
二
日
）
を
開
始
し
、
五
月
十
七
日
か
ら

は
更
に
通
常
の
外
来
日
に
遠
隔
診
療
の
運
用
を
始

め
た
。
遠
隔
診
療
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
介
し

て
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
か
ら
診
察
す
る
も
の
で
、
操

作
の
不
慣
れ
な
高
齢
者
に
代
っ
て
当
院
の
看
護
師

が
患
者
宅
に
持
参
す
る
方
式
に
し
た
。 

顔
色
、
挙
動
に
加
え
、
自
宅
で
の
暮
ら
し
ぶ
り

も
窺
え
る
た
め
、
得
ら
れ
る
情
報
量
は
予
想
以
上

に
大
き
い
。
陸
の
孤
島
状
態
の
自
宅
が
病
院
と
繋

が
る
こ
と
で
、
独
居
老
人
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
の
は

意
外
な
効
用
で
あ
っ
た
。
外
来
診
療
の
合
間
に
看

護
師
が
訪
問
す
る
こ
と
で
、
診
療
時
間
の
有
効
活

用
も
可
能
と
な
っ
た
。 

向
後
は
、
訪
問
に
関
わ
る
各
職
種
が
遠
隔
診
療

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
情
報
を
共
有
化
し
、
当
院
が

見
守
り
活
動
の
中
核
と
な
る
べ
く
、
地
域
の
有
機

的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。 

【
お
わ
り
に
】 

原
発
被
災
地
の
復
興
は
、
急
務
で
あ
る
が
容
易 

に
成
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
日
本
人 

が
各
自
心
に
留
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
国
家
的
な

事
柄
で
あ
り
、
国
際
的
な
責
務
も
伴
っ
て
い
よ
う
。 

そ
れ
に
関
わ
る
一
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
も

発
露
し
て
倦
ま
ず
弛
ま
ず
進
ん
で
行
き
た
い
。
当

地
に
お
け
る
今
後
の
活
動
が
、
帰
還
住
民
の
方
々

の
笑
顔
に
つ
な
が
れ
ば
、
我
々
の
こ
れ
以
上
の
喜

び
は
な
い
。 

 

以
上
、
原
発
被
災
地
で
あ
る
南
相
馬
市
（
こ
と

に
小
高
区
）
の
現
状
と
、
現
地
で
行
っ
て
い
る
医

療
復
興
へ
の
試
み
に
つ
き
、
報
告
し
た
（
な
お
こ

の
小
稿
は
、
心
な
ら
ず
も
震
災
の
犠
牲
と
な
っ
た

数
多
の
御
霊
に
捧
げ
る
）
。 

 

研
修
会
報
告
② 

認
知
症
研
修
会 

 

―
在
宅
で
認
知
症
を
支
え
る
（
８
）
― 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
三
日
（
土
・
祝
） 

 

「
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
〝
か
ら
く
り
〟
と
そ
の
対
応
」 

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
出
雲
ク
リ
ニ
ッ
ク 

高
橋 

幸
男 

      

津波被災直後の福島第 1 原発 
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
精
神
科
医
と
し
て
四
十
三
年
、

開
業
医
と
し
て
二
十
六
年
。
こ
の
二
十
四
年
間
、

重
度
認
知
症
患
者
デ
イ
ケ
ア
を
中
心
に
認
知
症
の

人
の
呟
き
や
手
記
に
注
目
し
、
認
知
症
の
人
の
思

い
を
報
告
し
続
け
て
き
た
。
現
在
は
、
出
雲
市
で

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
と
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
連
携
型
）
の
運
営
を
行
っ

て
い
る
。 

 

こ
の
講
演
内
容
を
一
言
で
い
え
ば
、
「
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
」
の
ほ
と
ん
ど
は
認
知
症
の
周
囲
の
人
と
の
状

況
が
ら
み
で
発
生
し
、
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

住
め
る
環
境
で
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
明
ら
か
に
減
る
、

と
い
う
こ
と
。 

 

要
旨
：
現
在
は
、
認
知
症
恐
怖
が
蔓
延
し
て
お

り
、
認
知
症
に
は
な
り
た
く
な
い
、
家
族
が
認
知

症
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
、
と
い
う
認
知
症

を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
文
化
が
あ
る
。
し
か
し
、

隠
岐
の
島
や
石
垣
島
な
ど
認
知
症
を
受
け
入
れ
る

文
化
の
も
と
で
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
明
ら
か
に
少
な

い
こ
と
を
体
験
し
た
。
認
知
症
の
人
は
私
た
ち
が

思
っ
て
い
る
よ
り
、
は
る
か
に
自
分
や
周
囲
の
状

況
を
理
解
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
豊
富
な

話
し
が
で
き
な
く
な
る
、
温
か
い
会
話
が
取
れ
な

く
な
る
、
役
割
を
外
さ
れ
居
場
所
が
な
く
な
る
、

な
ど
で
、
“
辛
さ
や
不
安
”
が
内
実
に
存
在
す
る
。 

認
知
症
高
齢
者
の
呟
き
に
は
、
①
叱
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ 

②
な
ん
で
そ
ん
な
に
怖
い
顔
を
し
て

い
る
の 

③
何
も
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
に

④
自
分
は
い
ら
な
い
存
在
だ 

⑤
死
ん
だ
方
が
良

い 

⑥
何
か
恨
み
が
あ
る
の
か 

な
ど
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。 

一
方
で
、
介
護
す
る
側
は
、
焦
り
と
い
ら
立
ち

で
、
つ
い
つ
い
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
て
励
ま
し
た

り
注
意
す
る
よ
う
に
な
る
。 

〝
か
ら
く
り
〟
を
整
理
す
る
と
認
知
症
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
周
囲
か
ら
の
温
か
い
声
掛
け
が

激
減
し
、
不
安
で
孤
独
な
世
界
に
追
い
込
ま
れ

「
寄
る
辺
な
い
存
在
」
と
な
る
。
家
族
・
介
護
者

に
中
核
症
状
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
日
常
的

に
〝
叱
ら
れ
続
け
る
〟
と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
に
よ
り
、
そ

の
反
応
と
し
て
の
〝
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
〟
が
発
生
し
、
家

族
は
う
つ
状
態
や
虐
待
に
進
み
、
さ
ら
に
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
が
増
悪
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
。 

人
々
は
癒
し
の
あ
る
場
所
に
帰
る
。
家
に
居
な

が
ら
「
帰
る
」
と
は
、
今
い
る
家
が
癒
し
の
場
所

で
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
認
知
症
の
人

の
中
に
は
「
帰
る
」
と
も
言
わ
な
い
で
出
て
い
く

人
が
い
て
、
こ
れ
を
徘
徊
と
い
う
。
徘
徊
の
解
消

に
は
、
寄
る
辺
の
な
い
存
在
を
解
消
し
て
、
認
知

症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
肝
要
。 

（
周
囲
へ
の
提
案
） 

１
、
安
心
で
き
る
居
場
所
を
確
保
し
孤
独
が
癒
せ 

          

る
こ
と 

２
、
笑
顔
を
大
切
に
し
て
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に 

さ
り
気
な
く
話
か
け
る
こ
と 

３
、
説
得
で
は
な
く
、
納
得
し
て
も
ら
え
る
情
動

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に 

４
、
励
ま
し
や
間
違
い
の
指
摘
は
控
え
め
に 

５
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
も
ら
う
こ
と 

以
上
に
よ
り
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
明
ら
か
に
減
る
。 

（
感
想
） 

対
応
に
疲
弊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
で
あ
る
。
そ
の
か
ら
く
り
に
つ
い
て
明
快
な
お

話
を
い
た
だ
き
、
会
場
か
ら
実
際
の
介
護
現
場
で

も
活
用
し
て
い
き
た
い
等
の
感
想
が
あ
っ
た
。
高

橋
先
生
は
平
成
五
年
に
は
激
し
い
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
あ

る
認
知
症
の
方
を
対
象
と
し
た
重
度
認
知
症
患
者

デ
イ
ケ
ア
「
小
山
の
お
う
ち
」
を
開
設
し
、
全
国

か
ら
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
今
後
も
参
考
に

し
て
い
き
た
い
。
（
文
責
：
木
村
、
黒
住
） 
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青
山
英
康
先
生
を
偲
ぶ 

元
岡
山
県
医
師
会
長 

 

小
谷 

秀
成 

  

卒
然
と
し
て
逝
か
れ
た
青
山
英
康
先
生
の
こ
と

は
、
月
日
は
変
わ
り
ま
し
て
も
私
た
ち
の
悲
し
み

は
薄
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
指
導
賜
り
ま

し
た
先
生
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

先
生
と
は
高
校
、
大
学
に
お
け
る
同
窓
で
も
あ

り
大
変
親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
岡
山
大

学
疫
学
・
衛
生
学
教
室
教
授
と
し
て
国
際
的
に
も

大
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

特
に
先
生
と
の
関
係
が
深
く
な
り
ま
し
た
の
は
、

先
生
が
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
副
会
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
同
学
会
の
岡
山
県
支
部
の
活
性

化
を
図
ら
れ
て
い
た
頃
か
ら
で
し
た
。
後
に
先
生

の
ご
依
頼
と
ご
指
導
の
も
と
で
岡
山
県
医
師
会
が

支
部
活
動
の
拠
点
と
し
て
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
学
会
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

先
生
の
ご
慧
眼
、
ご
功
績
は
私
達
の
心
の
中
に

永
遠
に
生
き
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

青
山
先
生
を
偲
ぶ 

 

―
先
生
有
り
難
う
！
岡
山
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア 

大
事
に
育
て
ま
す
。
― 

元
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
長 

 
 

 
 

福
岡 

英
明 

 
青
山
英
康
先
生
の
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
深
い

悲
し
み
と
同
時
に
岡
山
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の

か
け
が
え
の
な
い
恩
人
を
失
っ
た
喪
失
感
が
襲
っ

て
き
ま
し
た
。 

一
九
八
四
年
、
第
七
回
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
学
会
が
先
生
等
の
ご
尽
力
に
よ
り
川
崎
医
科
大

学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ａ
の

F
a

b
b

事
務
総
長
の
講
演
を
同
時
通
訳
さ
れ
た
先
生
を
会

場
か
ら
初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
ネ
イ
チ

ャ
ー
の
堪
能
な
英
語
に
驚
き
ま
し
た
。
す
ご
い
人

が
い
る
と
言
う
印
象
で
し
た
。 

学
会
後
、
先
生
が
立
ち
上
げ
た
日
本
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
学
会
岡
山
支
部(

神
奈
川
に
次
い
で
２

番
目)

は
現
在
の
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

と
し
て
後
輩
た
ち
が
受
け
継
い
で
い
ま
す
。 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の
副
会
長
を
務

め
、
日
本
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
発
展
に
大
き

な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

医
は
幅
広
い
知
識
と
地
域
で
多
職
種
と
真
に
連
携

す
る
こ
と
の
で
き
る
医
師
で
あ
る
と
教
え
て
来
ま

し
た
。
私
ど
も
か
か
り
つ
け
医
の
大
き
な
支
え
で

し
た
。 

衛
生
学
教
室
青
山
ゼ
ミ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は

全
国
に
先
駆
け
、
学
生
の
在
宅
医
療
の
実
習
が
あ

り
ま
し
た
。
加
藤
先
生
と
青
木
先
生
と
私
の
三
人

が
受
け
入
れ
診
療
所
と
し
て
ご
協
力
し
ま
し
た
。

熱
心
な
学
生
三
名
を
六
か
月
間
訪
問
診
療
に
同
伴

さ
せ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
大
学

に
な
い
新
鮮
な
経
験
を
し
た
と
好
評
で
し
た
。
夜

間
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
と
き
、
加
藤
先

生
と
暗
い
古
い
大
学
の
廊
下
を
歩
き
な
が
ら
、
青

山
先
生
か
ら
学
生
時
代
に
受
け
た
教
育
を
自
分
が

受
け
継
ぐ
こ
と
は
、
教
育
を
通
し
て
世
代
へ
残
す

大
事
な
こ
と
で
す
。
青
山
先
生
に
恩
返
し
が
で
き

る
と
し
み
じ
み
仰
い
ま
し
た
。
こ
の
師
弟
関
係
に

感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
も
先
生
に
多
く
の

こ
と
を
学
び
な
が
ら
次
世
代
へ
と
繋
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
少
し
は
恩
返
し
が
で
き
ま
し
た
。
先
生

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

追
悼 

青
山
英
康
先
生 
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青
山
先
生
へ
の
感
謝 

 
 

 

元
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
会
長 

 
 

 

宮
原 

伸
二 

（
東
北
大
学
医
学
部
四
十
三
年
卒
） 

 

青
山
英
康
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、

私
が
一
九
七
二
年
に
秋
田
県
の
診
療
所
に
赴
任
し

て
、
公
衆
衛
生
学
会
に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。
秋

田
県
象
潟
町
（
現
に
か
ほ
市
）
上
郷
地
区
の
住
民

参
加
型
の
健
康
づ
く
り
運
動
に
強
い
関
心
を
示
し

て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
と
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
四
年
に
私

が
高
知
県
西
土
佐
村
（
現
中
村
市
）
の
江
川
崎
診

療
所
長
兼
西
土
佐
村
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て

転
任
し
、
さ
ら
に
一
九
九
五
年
か
ら
は
川
崎
医
療

福
祉
大
学
に
転
任
後
も
、
健
康
づ
く
り
の
あ
り
方

な
ど
具
体
的
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。 

岡
山
に
転
任
後
は
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学

会
な
ど
で
も
頻
回
に
お
会
い
す
る
よ
う
に
な
り
、

青
山
先
生
と
の
親
交
が
深
ま
り
ま
し
た
。
な
か
で

も
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
に
合
併
問
題
が

勃
発
し
た
際
に
は
、
青
山
先
生
は
、
幅
広
い
見
地

か
ら
見
て
、
ま
た
専
門
医
制
度
が
ら
み
の
単
純
な

合
併
に
は
断
固
反
対
し
て
現
在
の
岡
山
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
学
会
が
独
立
す
る
た
め
に
強
い
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

青
山
先
生
は
世
界
的
な
視
野
で
幅
広
く
、
深
く
、

さ
ら
に
地
元
岡
山
を
起
点
に
し
て
日
本
公
衆
衛
生

や
衛
生
学
を
指
導
す
る
先
達
の
先
生
を
多
く
生
み

出
し
な
が
ら
講
座
を
運
営
さ
れ
、
足
元
の
岡
山
県

医
師
会
や
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
ま
で
し

っ
か
リ
と
目
配
り
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

 

 

◆
第
二
十
五
回
記
念
学
術
大
会
の 

見
ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ
ろ 

大
会
テ
ー
マ 

「
み
ん
な
の
心
と
か
ら
だ
・
生
活
を
守
る 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア 

―

多
職
種
の
和
で
進
化
し
よ
う
―
」 

日
時
：
平
成
三
十
年
三
月
二
十
一
日
（
水
・
祝
） 

九
時
三
十
分
～
十
七
時 

会
場
：
岡
山
県
医
師
会
館 

四
階 

四
〇
一
、
四
〇
二
会
議
室 

（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
九
―
二
） 

 

❖
日
本
医
師
会
赤
ひ
げ
大
賞
受
賞
講
演 

「
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
『
円
城
安
心
ネ
ッ
ト
』 

の
取
り
組
み
」 

 
 

塚
本
内
科
医
院
院
長 

塚
本 
眞
言 

先
生 

❖
記
念
講
演 

「
二
〇
一
八
年
診
療
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
が 

推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」 

 

岡
山
県
医
師
会 

理
事 

江
澤 

和
彦 

先
生 

❖
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

「
通
所
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
を
考
え
る 

～
ご
利
用
者
様
の
た
め
に 

私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
～
」 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
よ
つ
ば
よ
し
は
ま 

施
設
長 

 

葛
原 

崇
之 

氏 

❖
青
山
英
康
先
生
追
悼
講
演 

 
 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
役
員 

青
木 

佳
之 

❖
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の
歩
み 

 
 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
顧
問 

福
岡 

英
明 

❖
研
究
発
表 

四
〇
一
会
議
室 

十
二
演
題 

四
〇
二
会
議
室 

十
一
演
題 

 

 

ま
ず
最
初
に
、
日
本
医
師
会
赤
ひ
げ
大
賞
受
賞

講
演
と
し
て
、
塚
本
内
科
医
院
院
長 

塚
本
眞
言

先
生
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
『
円
城
安
心

ネ
ッ
ト
』
の
取
り
組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
こ

れ
ま
で
長
期
に
渡
り
、
小
規
模
多
機
能
施
設
を
利

用
さ
れ
た
り
、
地
域
で
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
看
取
り
医
療
を
継
続
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
て
受
賞
を
受
け
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
ご
発

表
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
記
念
講
演
と
致

し
ま
し
て
は
、
こ
の
度
の
「
二
〇
一
八
年
診
療
・

介
護
報
酬
同
時
改
定
が
推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
と
題
し
て
、
岡
山
県
医
師
会
理
事
の
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編
集
・
発
行 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

事
務
局 
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a
m

a
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o
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江
澤
和
彦
先
生
に
制
度
改
正
の
意
味
と
今
後
の
私

た
ち
の
進
む
べ
き
方
向
性
の
よ
う
な
お
話
が
頂
け

る
だ
ろ
う
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

昼
食
休
憩
後
は
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
て
「
通
所
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
栄
養
を
考
え
る
～
ご
利
用
者
様
の
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
事
～
」
と
題
し
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防

を
含
め
て
こ
れ
か
ら
の
栄
養
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

続
い
て
、
昨
年
逝
去
さ
れ
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
学
会
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
た
青

山
英
康
先
生
の
追
悼
講
演
を
青
木
佳
之
先
生
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、T

h
e
 H

is
to

r
y

 o
f 

P
r
im

a
r
y

 C
a

r
e
 in

 O
K

A
Y

A
M

A

―
岡
山
の
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の
歩
み
―
に
つ
い
て
、
初
代 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
会
長
の
福
岡
英
明

先
生
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
最
後
の
研
究
発

表
で
は
、
例
年
通
り
、
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
各
グ
ル
ー
プ
四
名(

第
六
グ
ル
ー
プ
の
み
三

名)

に
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
的
に
ご
発
表
し
て

頂
い
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
二
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
お
任
せ
し
、
演
者
と
会
場
を
巻
き
込
ん

だ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

特
に
今
回
は
、
岡
山
大
学
地
域
医
療
人
材
育
成
講

座
の
佐
藤
勝
先
生
と
岡
山
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の

松
下
明
先
生
に
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
関
連
の
先
生
方
に
も

演
題
発
表
頂
け
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
医
師
や
看

護
師
を
育
て
る
ご
発
表
な
ど
新
鮮
な
内
容
が
増
え
、

期
待
し
て
頂
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 

副
会
長 

佐
藤
涼
介 

        

◆
入
会
の
ご
案
内 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま

す
。 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
-
c
a
r
e
-
o
k
a
y
a
m
a
.
c
o
m
/
 

編
集
後
記 

昨
年
ま
で
の
数
年
間
、
家
族
と
祖
母
の
介
護
を

し
て
き
ま
し
た
。
色
々
な
事
に
直
面
し
、
改
め
て

家
族
だ
け
で
は
出
来
る
こ
と
に
限
り
が
あ
る
と
実

感
す
る
と
と
も
に
、
医
療
関
係
者
や
介
護
従
事
者

の
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
、
祖
母
や
私
達
家
族
の
大
き

な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
祖
母
が
九
十
七
歳
ま
で

大
半
を
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。 

 

編
集
委
員 

 
 

佐
藤 

 

涼
介 

菅
﨑 

 

仁
美 

丸
田 

 

康
代 

岩
瀬 

あ
か
ね 
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